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は じ め に
外来化学療法室・緩和ケアチームにとっての 2020 年
は、例にもれず COVID-19 流行の影響を大きく受けた
⚑年となった。
患者会「ひまわりの会」は開催を自粛し、また例年参
加していた「リレーフォーライフジャパン室蘭」も中止
となった。そのような中でも、外来化学療法室はスタッ
フ・利用者ともにCOVID-19 の発生なく、⚑年を通じて
治療を提供できたことは幸いであった。また、⚔月より
日本緩和医療学会認定医である永縄由美子医師が着任
し、緩和ケアチームの活動がパワーアップしたことが
2020 年の最大のトピックであった。本稿では、外来化学
療法室の利用状況と、緩和ケアチームの活動状況につい
て報告する。

⚑．外来化学療法室の利用状況
2020 年の外来化学療法加算 A（抗悪性腫瘍剤）は
1,082 件、外来化学療法加算B（レミケード、アクテムラ
など）は 77 件、合計 1,159 件であった。⚑開院日あたり

4.4 件の利用状況であった。外来化学療法加算からみた
診療科別の外来化学療法室の利用状況（図⚑）と過去 10
年間の推移（図⚒）を下に示す。冒頭で述べたように、
⚑年を通じてスタッフ・利用者ともに COVID-19 の発
生なく、例年と同様に治療を提供することができた。い
つも以上に感染に留意しながら業務を行ってきたスタッ
フにこの場を借りて謝意を表するとともに、2021 年も引
き続き安全・安心な治療を提供できるよう努めていきた
い。

⚒．緩和ケアチーム回診／
緩和ケア・がん化学療法
チームミーティング

緩和ケアチームでは、週⚒回、コアメンバーで入院患
者のベッドサイドに訪問し回診を行っている他、必要に
応じてチーム専従の緩和医療医が適宜介入を行ってい
る。
また、第⚑・⚓火曜日に多職種によるチームミーティ
ングを行い、チーム内で患者に関する情報共有や方針の
検討などを行っている。
2020 年は入院症例に対し新規で 53 例の介入依頼をい
ただき、前年の 25 例から倍増となった。また、緩和ケア
診療加算は 970 件を算定することが出来、2019 年の 343
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図⚑ 診療科別外来化学療法室利用状況（診療科別外来化学
療法加算件数）

図⚒ 過去 10 年間の外来化学療法室利用状況（外来化学療
法加算件数）



件からさらに大幅に増やすことが出来た。各診療科ごと
の介入依頼数と疾患の内訳を図⚓、⚔に示す。
これまで緩和ケアチームはがん症例のみに介入してき
たが、2020 年は非がん症例への介入依頼もいただくこと
があり、チームとしても新たな経験をすることが出来た。
今後は非がん患者に対する緩和ケアもさらに必要とな
ると思われるため、チームとしてもさらに臨機応変に対
応できるようにしていきたい。

⚓．緩和ケア外来
外来では当院へ通院中の患者・家族を対象とした緩和
ケア外来を行っている。2020 年ののべ受診者数は 202
名であり、2019 年の 47 名から大幅に増加した。
2019 年より『早期からの緩和ケア』の実践のために薬
物治療中の症例への介入を積極的に行っていたが、それ
に加え 2020 年は、入院中にチーム介入依頼があった症
例を退院後そのまま緩和ケア外来でフォローさせていた
だくケースも多かったことが、さらなる受診者数増につ
ながったものと思われる。
今後もさらに早期からの介入を積極的に行っていける
よう、活動していきたい。

⚔．介入の実際
《介入までの経過》
Aさん（60 歳代男性）。妻との二人暮らしであり、一
人娘は道外に在住している。
腰痛を主訴に受診し、精査の結果、肝内胆管癌、多発
骨転移（右寛骨臼、腰椎、頚椎）、肺転移疑いと診断され
た。
頚椎転移による骨折の可能性が高いためネックカラー
を使用することとなり、ベッド上安静となった。さらに、
多発骨転移による痛みに対してトラマドール塩酸塩・ア

セトアミノフェン配合錠が開始されたが疼痛コントロー
ル不良であり、身の置きどころのなさや食事摂取不良、
睡眠障害などにより日常生活にも著しい支障が生じてい
た。
《介入開始後の経過》
緩和ケアチームへは疼痛コントロールと精神的ケアを
中心に介入依頼があった。
疼痛に関しては医療用麻薬、NSAIDs、睡眠導入剤も
併用。抗がん剤や放射線の効果もあり日毎に苦痛症状が
軽減していった。精神的ケアに関しては、チームでの回
診に加え緩和医療医が連日訪問をし思いを傾聴した。
ある日の回診で今後の希望を尋ねたところ、本人・家
族共に「娘の元へ転居したい」とのことだった。臥床し
たままでの移動が必要であり多くの課題があることが想
定されたため、主治医・病棟スタッフ・緩和医療医が中
心となり問題点を抽出し、それを元に多職種が介入して
希望を叶えられるようケアを進めた。
退院前カンファレンスでは、様々な問題点を共有する
ことによって内服の仕方や移動方法、注意点などを確認
することが出来、転院に関する緻密な計画を立てること
が出来た。また、移動には民間の救急車と看護師を手配
し安全・安楽に転院することも出来た。「皆さんに良く
してもらえてよかったです。」と笑顔で退院されたのが
印象的であった。
今回希望を叶えることが出来た背景には、多職種間の
協力があったこと、症状コントロールが確立されたこと、
患者が安心して話せる場を得たことがあげられるのでは
ないか。今後も症状コントロールを的確に行い多職種で
共同しながら安楽に過ごせるようケアを続けていきた
い。また、緩和ケアチームと出会えてよかったと思って
いただけるよう日々努力を続けていきたいと思う。
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図⚓ 入院患者新規介入依頼数（診療科別) 図⚔ 新規介入依頼内訳（疾患別)



⚕．2021 年にむけて
現在、入院だけではなく外来治療にも重きを置く時代
背景がある。がん治療においても同様であり、生活と治
療の両立が重要な課題と言える。外来化学療法室・緩和
ケアチームともに患者・家族の置かれている生活背景を

評価しながら適切なケアを提供できるよう、今後も積極
的に活動していきたいと考える。
また、近年早期からの緩和ケアが提唱されているが残
念ながら当院では対象患者に届けられていない場面が見
受けられる。原因を探索し必要な患者に緩和ケアを確実
に提供出来るよう努めていきたい。
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